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第18回（通算1344回）例会

会長あいさつ

　本日6時30分よりパスト会長会
を開催いたします。先週、台湾の
桃園RCを訪問いたしました。午
前1時に出発して3時30分に西
那須野RCの方 と々共に成田に
バスで向かい、台北空港では多

くの桃園RCの方 の々熱烈大歓迎を受けました。6時30分から
の前夜祭では各テーブルに桃園RCの方が付いてもてなして
くれました。台湾では職業に関するニックネームで呼び合って
いるようです。翌日の54周年記念式典で驚いたのは今年度5
万ドルを寄付された方がいたことで、累計額は90万ドルだそ
うです。

幹事報告
例会変更
◎11/12(水)郡山西北RC→11/16(日)7：00AM～
　秋の家族会　川越秩父方面
◎11/13(木)郡山RC→11/9(日)12：00AM～
　移動例会　福島競馬場
◎11/13(木)郡山南RC→12：00PM～
　佐藤静司彫刻展　ビューホテルアネックス

大川原　利信　会長

ゲスト卓話

　金透小学校は創立141周年
になります。私は41代目の金透
小学校校長を仰せつかっており
ます。今回のお話は中学・高校
時代に野山を一緒に駆け巡っ
た仲間である横田三郎さんから

いただきましたのでよろしくお願いします。配布した資料は

「震災から3年8ヶ月：金透復興のアプローチ！」として教育活動
をまとめたものと、研究公開の案内です。
　金透小学校は震災により体育館、校舎の3分の2が使えな
くなり、校庭も使えない状態が1年半ほど続きました。その間、
子供達は市が借り上げたバスで体育施設や橘小や赤木小
に送迎していただいて教育活動を進めてまいりました。中でも
特設陸上クラブ・特設音楽クラブの練習場所に大変苦労しま
した。保護者の皆様には楽器の搬送などのご苦労をおかけ
しました。10月の全国合奏コンクールの時には、安積幼稚園の
おゆうぎ室で練習をして文化センターで演奏をし、12年ぶりに
金賞と文部科学大臣賞をいただきました。
　本校は全校児童189名しかおりません。学級数は8学級で
す。子供達一人ひとりが金透の宝であり、先生方も保護者も
地域の皆様もたっぷりの愛情と思いやりをかけて育てておりま
す。改築のための工事は本来は3年ほどかかるところを1年5
ヶ月ほどで新しい体育館と管理棟を建設し、さらに校舎の耐
震補強工事を進め、引渡し式が今月5日に行われました。まだ
新しい校舎に入って1週間も経っておりません。長い間使えな
かった体育館が新しくできた日の子供達は、気分がハイの状
態で過ごしておりました。この3年8ヶ月を5分菅野音楽付きの
デジタルアルバムにまとめてまいりましたのでご覧いただきたい
と思います。（金透小学校デジタルアルバム上映）
　本当に私は地域の皆様に支えられたという思いで一杯で
す。大川原会長さんはじめ会員の皆様の中にも金透小学校
を卒業された方がたくさんいらっしゃることと思います。郡山
RCさんの約7割が本校の卒業生ということで、日頃よりたくさん
のご支援をいただいております。私が校長として金透小学校
に来て3年目になりますが、震災の中で私が勉強させていた
だいたのは、今こそ夢とロマンあふれる教育活動をしなけれ
ばならないということであります。
　子供達はどんな環境に置かれても、与えられた環境の中で
一生懸命に頑張ります。けれども周囲にいる大人たちは、教
員も含めて子供達の元気な姿に甘えず、もっと大人として為
すべきことがあるはずだという思いで学校を経営してまいりま
した。具体的には今まさに校長としてのマネジメント能力が問
われているのではないかと思います。校長室も机もなく、もちろ
ん職員室も保健室もなく、20数名の職員が起立したままで打
ち合わせや会議をした状況もありました。その時に私達が学
んだのは、形式ではなく本質が大事であるということでした。

　私はこの3年間、時間を見つけては地域を歩きました。その
中での人的なネットワークが今の金透小学校の学校経営を
支える力となっていただいております。2年前の夏に、製氷会
社のグンレイさんの会長さんから、創業90年になるので社会
貢献をしたいと言われました。もし雪を降らせることができれ
ば子供達は喜びますとお話をしたところ、すぐに6トンほどの氷
を削って10メートル四方に厚さ20センチほどの雪を降らせてく
ださり、そこで子供達は短い時間ではありましたが思う存分、
真夏に雪を楽しむことができました。また当校周辺にはたくさ
んの商店街があり、自営業の方がたくさんおられます。私はキ
ャリア教育は高校生や大学生のものではなく、小学校低学年
から推し進めるべきであると考えておりますので、商店街の
方 に々お願いして、地域を学ぶということで職業の大事さを
低学年のうちから味わってもらうという教育活動を展開してま
いりました。
　また散歩をしている中でいろいろな人とのきっかけがありま
した。特に郡山RC会員の皆さんから異業種交流を進めたほ
うが良いということで、金融関係・経済界・文化人の方をご紹
介いただき、学校経営に役立たせていただいております。郡
山医師会はじめ民間企業の社会貢献事業の中で、ウィン・ア
ンド・ウィン・プランがあればどんどん子供達のためにできること
はやっていきたいと思って学校経営をしてまいりました。NPO
の団体さんとの連携もいたしました。その中で、ゼビオスポーツ
社長夫人がユナイテッド・スポーツ・ファンデーションというNPO
を立ち上げられ、スポーツ用品を販売するだけでなく子供達
の体力・運動能力が低下することを懸念してボックス・プログ
ラムを提示し、狭い空間でも楽しみながら十分な運動量を保
証し、なおかつ心のケアにも資するということで、無料で学校
に来ていただいていろいろなプレゼンをしていただきました。
　私どもとしてはその中から子供達の運動能力や体力向上
に役立つと思われるプログラムを改善して、金透体操や金透
プログラムとして活用させていただいております。その延長と
して、コニカミノルタという会社と協力して昨年6月4日に埼玉ス
タジアムでのワールドカップの最終予選を最前列で6年生が
64,000人の観衆と共にサムライジャパンを応援しました。翌日
にはスカイツリーや東武動物公園を見学しました。現役のサ
ッカー選手である清武選手にも来ていただき、今も交流を続
けております。ケンブリッジに嫁がれた方とのメール交換から
義援金をいただきました。郡山RCさんと立川RCさんとの連
携の下に、今年8月28日に航空自衛隊の吹奏楽の皆さんが

星病院メグレスホールで演奏されました。私どもはたくさんの
全国からの支援をいただいておりますが、その時にお返しす
るのは子供達の姿であると思っております。私は189名の子
供達たち一人ひとりに磨きをかけ、可能性をみつけ、やる気ボ
タンのスイッチを入れ、夢の実現に向けて協力するという信
念で歩いてまいりました。これからの学校経営も従来の器で
考えるのではなく、新しい器でさらに現代にマッチした学校経
営が必要であると思っております。郡山安積RC様の益 の々
ご発展と皆様のご健康をご祈念申し上げますと共に、これか
らも交流をお願い申し上げて本日の卓話とさせて頂きたいと
思います。ご清聴ありがとうございました。

郡山市立金透小学校校長

相樂　正人　氏

横田　三郎　幹事
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会員数
33名

出席者数
21名

欠席者数
12名

出席率
63.64％

前回修正率
75.76％

前々回修正率
75.76％

■ 出席報告　　　　　 伊藤　重幸　クラブ奉仕委員長

■ 他クラブ出席者

  ロータリー財団委員会報告　　高橋　亮　国際奉仕委員長
◎川名　修一さん（相樂さんの卓話楽しみに来ました。）
◎伊野　勝彦さん（ゲスト卓話を楽しみに。）
◎古山　英夫さん（ゲスト卓話楽しみにしています。）
◎土屋久美子さん（卓話ありがとうございます。）
　大川原利信さん・高橋　亮さん・村上　秀元さん
　横田　三郎さん・増渕　幸三さん・挽野　喜孝さん
　根本　良一さん・根本　克則さん・小橋　達夫さん
　慶徳　孝一さん

  米山記念奨学会委員会報告  根本　克則　米山奨学会副委員長
◎高縁　勝一さん（相樂校長先生の卓話楽しみです。）
◎横田　三郎さん（相樂さんの卓話を楽しみに。）
　大川原利信さん・慶徳　孝一さん・横田　三郎さん

  スマイルＢＯＸ委員会報告　伊藤　重幸　クラブ奉仕委員長
◎挽野　喜孝さん（桃園RC記念式典に参加して来ました。）
◎横田　三郎さん（相樂さんの卓話を楽しみにしています。）
◎小橋　達夫さん（相樂校長先生の卓話を楽しみにしています。）
◎村上　秀元さん（ゲスト卓話を楽しみに。）
◎加藤　英夫さん（よろしくお願いします。）
　溝井　宇一さん・小針　　勉さん・伊庭　正寿さん
　伊藤　重幸さん

ー閉会点鐘

◎10/20(月)郡山北RC・福島グローバルRC
　高縁　勝一さん
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